
他の2領域（ELT, GCP）から3科目9単位まで修了要件の単位数へ算入が可能

Students’ Voice

履 修 の 流 れ
日 本 語 教 育 実 践 領 域
※ 科目の開講学期は変更になる場合があります。

※（ 　）内の記号は必修または選択科目を、数字は単位数を示します。（例）3
単位相当の選択必修科目であれば「RE3」と記されています。

 日本語教育実践領域専門科目 必修科目10科目を含む30単位以上履修

   修了 ： 計36単位以上修得 GPA修了要件 ： GPA 3.00以上を達成すること

3領域共通科目
6単位以上履修

GCS600 (RE3) グローバル・コミュニケーション概論
GCS601 (RE3) 言語、文化とアイデンティティ
GCS602 (RE3) グローバル化と国際関係
GCS607 (RE3) グローバル社会のための

アカデミック・イングリッシュ
GCS608 (RE3) 日本学概論

（留学生のみ、日本語による開講）
GCS609 (RE3) 異文化コミュニケーションのストラテジー
GCS610 (RE3) 自省的職業経験考察（GAP YEAR参加者のみ適用）
GCS611 (RE3) 通訳技法 Ⅰ

1年目 2年目
秋学期
JLT601 (R3)［養成］
日本語教育初級文法 Ⅰ

JLT606 (R3)［養成］
日本語音声と音声言語教育

JLT615 (R3)［養成］
日本語教育のための
第二言語習得論

JLT616 (R3)［養成］
日本語教育学概論

JLT620 (R3)［養成］
�外国語としての日本語教育と教授法

JLT660 (E1)
日本語自律研究 Ⅰ

秋学期
JLT604 （Rリ3）[養成]
日本語の教材・教具（教育実習）

JLT650 (R3)[養成]
日本語教育実践計画（教育実習）

JLT663 (E1)
日本語自律研究 Ⅳ

JLT654 （リ3）
日本語教育実践研究（リカレント教育）

冬期プログラム
JLT651（R3）[実践]
日本語教育実践研究（秋田）（教育実習）

JLT664 (E1)
日本語自律研究 Ⅴ

JLT653 （リ3）
日本語教育修了論文（リカレント教育）

春学期
JLT652（R3）[養成]　
日本語教育実践研究（海外）と修了論文（教育実習）（※）

JLT665 (E1)
日本語自律研究 Ⅵ

冬期プログラム
JLT614 (E3)
日本語教育初級文法 Ⅱ

JLT661 (E1)
日本語自律研究 Ⅱ

春学期
JLT602 (E3)
日本語中・上級の教育

JLT609 （R3）［養成］
日本語教育評価法

JLT619 （E3）
多様化する社会における
日本語教育

JLT662 (E1)
日本語自律研究 Ⅲ

秋学期

　私は数年間、日本語教師としての経験を積んだ後、より学問
的な理論を深めたいと思い、この「日本語教育実践領域」への
進学を決めました。日々の授業や課題を通じて、今まで感覚的
に捉えていた教育方法が理論的に説明され、多くの新しい気づ
きを得られています。また、自律研究という個人の興味関心分
野を掘り下げて学ぶ機会もあり、未経験者だけでなく、経験者
にもおすすめできる環境だと思います。

永冨 聡 Satoshi NAGATOMI
出身地：千葉県／出身大学：青山学院大学

　“英語で幅広く”学ぶ学部から“日本語で専門的に”学ぶJLT
に進学し、自分の興味をとことん突き詰める毎日がとても楽し
いです。勤務経験、留学経験、言語学習経験など、学友とお互い
の違う経験をヒントにしながら日本語教育について深めていま
す。日本語教育は需要の高まりとともに教師の働き方も改善さ
れている分野です。日本語教師への興味・憧れをJLTで現実に
しませんか？	

佐藤 希美 Nozomi SATO
出身地：愛知県／出身大学：国際教養大学

2 年 次 教 育 実習の流れ
春学期冬期プログラム

基礎的な教授能力の養成を目的とする
学部留学生対象の学内模擬授業実践

海外提携大学に出向いての授業実践と
修了論文の執筆

海外提携大学から留学生を招いて
冬期日本語・日本文化短期集中プログラムを実施

課外（授業外）
日本語教育活動

学内の留学生を対象とした
日本語チューター 学内の留学生を対象とした会話日本語パートナー 日本語会話テーブル 秋田市内の日本語教室で講師

●『国際教養大学専門職大学院 グローバル・コミュニケーション実践研究科
日本語教育実践領域 実習報告論文集』（電子版）

　J-STAGE（科学技術情報発信・流通総合システム）にて閲覧いただけます。

●�日本語教育実践領域では、院生の
日々の活動をFacebookで紹介し
ています。

J-STAGE Facebook

※実習にかかる実習費・旅費等は、学生本人の負担となります。

日 本 語 教 育 実 践 領 域 教 員

左治木 敦子
Atsuko SAJIKI　日本

領域代表／教授
博士／言語教育、日本語教育
インディアナ大学

堀内 仁
Hitoshi HORIUCHI　日本

准教授
博士／言語学
テキサス大学オースティン校

嶋 ちはる
Chiharu SHIMA　日本

准教授
博士／第二言語習得、日本語教育
ウィスコンシン大学マディソン校

萩原 章子
Akiko HAGIWARA　日本

准教授
博士／第二言語習得、視覚的・聴覚的言
語処理
アイオワ大学

伊東 祐郎
Sukero ITO　日本

特命教授
修士／教育学
西イリノイ大学

Japanese Language Teaching Practices JLT / Example  Coursework

R=必修科目
RE=選択必修科目
E=選択科目
リ=リカレント教育対象者の必修科目

［養成］=養成課程
［実践］=実践研修

 JLT000（　　）[　   ]
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